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摩擦変化を明らかにし，また FEM 解析でもその特性を考 
 
 





手方向応力（ lσ ）および周方向応力（ θσ ）の推移 5)．
図中のα，β，γは，応力推移を追跡した部位を示す． 
解 説 



































































































































図 2．長円筒深絞り SHF 成形部品の板厚ひずみ分布 6)． 







































































































































4.2 Mg 合金圧延板の変形挙動予測 
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 4.3 純 Ti 圧延板の変形挙動予測 
 続いて，Mg 合金板を対象として開発した結晶塑性モデ











図 9 (b)に，予ひずみ 5%で反転負荷を行った時の応力－
ひずみ曲線を示す 24)．圧縮から引張へ反転した場合には，


























































実験(max=10.787) 解析(max=6.424) (a) 
(c) 
実験(max=12.636) 解析(max=8.918) (b) 
実験(max=11.824) 解析(max=6.737) 
図 8. 予圧縮材における二次経路前後の極点図 16)．(a)
二次経路負荷前，(b)θ=0°で二次経路負荷後，(c)
θ=90°で二次経路負荷後． 
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図 10. 純 Ti 板における等塑性仕事面の予測結果 24)．  
は一軸引張時のひずみを表す．σ0 は圧延方向へ一軸
引張時の応力，σRDおよびσTDはそれぞれ圧延方向およ
び圧延直角方向の応力を表す． 
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